
 

クラブ活動 

利用者の生活を豊かにするためクラ 

ブ活動を行っています。 

 ミュージック、スポーツ、ビデオ、 

民謡、音楽、スポレクがあります。 

運営には地域の皆様の協力があ 

り、地域の発表会に参加したり、美術 

館見学等もしています。 

                                   音楽クラブ 

教育 

隣接している「都立しいの木 

特別支援学校」（千葉県市原市） 

に、 当園の学齢児全員が通学し、 

教育を受けています。 

当園から地下道を通って行け 

る距離にあり、国語や算数とい 

った教科学習だけでなく、校内 

実習や現場実習といった職業指 

導も行われています。 

 

しいの木祭 

医療 

健康管理室は、常勤医２人（内科・ 

歯科）と非常勤医師（内科・精神科・ 

皮膚科）、看護師７人（２４時間体制）、 

非常勤歯科衛生士を配置し、利用者 

（児）の保険診療、健康診断、保健指 

導を実施しています。なお、歯科につ 

いては、市内福祉施設の方も受け入れ 

ています。 

 また、地域医療機関の協力を得て、眼科、耳鼻咽喉科の診療を実施しています。

さらに、指定医療機関と協力連携し、検査、専門治療、入院等の体制を整えて 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革 

昭和１８年 戦時下における食料増産と養育院入所者の更生指導を目的として、 

     東京市長浦更生農場が開設され、職員と利用者による開墾を始める。 

 昭和２３年 東京都養育院長浦分院とし、救護施設及び児童法に基づく精神薄弱児施設となる。               

 昭和３２年 東京都養育院千葉分院となり、緊急救護施設が付設される。 

 昭和３５年 精神薄弱者福祉法に基づく精神薄弱者更生施設が併設される。 

 昭和４０年 救護施設が精神薄弱者更生施設に移管される。 

 昭和４４年 都立しいの木養護学校（小学、中学）が隣接地に開校する。 

 昭和５３年 緊急救護施設が廃止になり、精神薄弱者（児）更生施設となる。 

       都立しいの木養護学校に高等部が併設される。 

 昭和５４年 名称が東京都千葉福祉ホームとなる。 

 昭和５６年２月 診療所を開設する。 

 平成９年７月  福祉局に移管、名称が東京都千葉福祉園となる。 

 平成１１年４月 東京都社会福祉事業団に運営が委託される。 

 平成１７年12月 東京都社会福祉事業団が指定管理者に選定。 

 平成２１年４月 第２期指定（平成２１年4月1日から平成2４年3月31日） 

  平成２２年４月  障害者支援施設として指定を受け、新事業体系に移行する。 

 平成２４年４月 第３期指定（平成２４年4月1日から平成2７年3月31日） 

  平成２５年２月 開設７０年 

 平成２７年４月 第４期指定（平成２７年4月1日から平成３０年3月31日） 

 平成３０年４月 第５期指定（平成３０年４月 １日から平成３３年３月３１日） 

 令和 ３年４月 第６期指定（令和３年４月１日から令和８年３月３１日） 

施設配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  障害者支援施設・福祉型障害児入所施設 

  社会福祉法人 東京都社会福祉事業団 

  東京都千葉福祉園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒２９９－０２４１ 

千葉県袖ヶ浦市代宿８番地 

            TEL  ０４３８－６２－２７１１（代）  

               FAX  ０４３８－６２－６０９３ 

                  Eメール     tochiba@chibafuku.or.jp   

                ホームページ http://www.chibafuku.or.jp/ 

 

 

ボランテイア募集 

・話し相手 ・散歩つきそい ・外出つきそい ・遊び相手 

・環境整備 ・日中活動支援 ・クラブ活動支援 

・行動協力 ・その他 

 

 園内のボランテイア委員会を中心に積極的に受け入れています。ボランテ

ィアコーディネーターにご連絡ください。 

☆表紙の絵は陶芸科作品「輝き」です。東京都障害者総合美術展最優秀賞を受賞しました。 

 

 

 

 

 



 

園の基本方針 

 千葉福祉園は、以下の基本方針の下、効率的・弾力的な運営を推進します。 

１ 千葉福祉園職員倫理綱領及び人権ガイドラインに基づき、利用者の自己 

 決定権を尊重した、利用者本位の支援サービスを推進するとともに、利用 

者の自立に向けた取り組みを行います。 

２ 地域のボランティアとの連携強化など、開かれた施設運営を推進します。 

３ 園の環境整備を進めるとともに、利用者に対する生活・活動支援サービ 

 スを行う職員の資質向上に努めます。 

施設概要             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   ・障害者支援施設で、併設・空床型ショートステイ事業を実施してい 

    ます。併設型は定員６人であり、うち１人については、袖ケ浦市、 

    市原市在住の方も利用できます。 

 

 敷地面積     ３１８，６６７．１９㎡ 

 建  物      ３４，８９５．１９㎡ 

  成人関係 １７，８７３．９２㎡  日中活動関係  ６，６３０．８９㎡ 

  児童関係  ３，３４４．０１㎡  管理・公舎関係 ７，０４６．３７㎡ 

     ※ 生活寮は、成人寮１６寮 、児童寮 ２寮です。 

 

 

組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 苦情解決委員会（第三者委員を含む）を設置しています。 

利用者の一日 

日課 

 

 

寮生活 

家庭的雰囲気の中で、基本的生活習慣の確立と情緒の安定を図るため、 

生活の中に潤いを持たせる工夫 （寮別バス旅行、宿泊旅行、買い物、 

季節を取り入れた行事（みかん狩り、いちご狩り等）） をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       食 事               バス旅行 

行事 

お花見会（４月）・園まつり（１０月）・クリスマス会（１２月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

       お花見会               クリスマス会 

 

日中活動  

 総合訓練センターでの屋内活動と園内の畑、山林など自然環境を生かした屋外

活動があり、日中活動の選択は利用者の希望や特性、障害の程度などに基づき決

定されています。農産物の生産品や手芸品は、地域のイベント等で販売していま

す。 

 科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療法サービス 

   利用者・児の障害の程度、状況に応じて、心理職、理学療法士、言語聴覚士に

よる療法サービスを行っています。個別療法と状態の観察・支援の相談等を実施

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立支援 

   利用者の地域生活移行に積極的に取り組んでいます。園内の旧職員公舎を利

用した体験寮（まいほうむ・つばめ等）等を用意し、地域生活への移行に向け

た支援を行っています。同時に、園内実習や園外職場実習を行い、就労のため

の支援を行っています。 

   また、実施機関や地域の連絡協議会等と連携しながら、グループホーム等の

空き情報を収集し、新たな移行先の確保に努めています。 

管 理 部 門 管理グループ 

事業推進グループ 

支 援 第 一部 門 生活支援第一グループ 

園 長 

生活支援第二グループ 

活動支援グループ 

児童生活グループ 

支 援 第 二 部 門 生活支援第三グループ 

自立支援グループ 健 康 管 理 室 

生活支援第四グループ 

  

  

施設 目的 規模 

 

障害者 

支援施設 

 入所する利用者について、主として

夜間において日常生活の支援を行う

とともに（施設入所支援）、日中の介

護及び創作活動等の提供（生活介護）

を行う。 

 

定員３２０人 

（平成３０年４月より） 

 

福祉型障害児

入所施設 

 知的障害の児童を入所させて、これ

を保護するとともに、独立生活に必要

な知識技術を与える。（児童福祉法第

４２条） 

 

定員 ４８人 

（平成３０年４月より） 

東京都千葉福

祉園診療所 

当園利用者のための診療を行う。（３９１．３７㎡） 

診療科：内科・精神科・皮膚科・歯科 

 

新型コロナウィルス感染症対策のため、

一部の事業を縮小・停止しています。 


